














































Study on Effective Support for Collaboration between Local Community’s Actors and 
University Students: 




キ ワーー ド：地域課題、学生の参加、協働、地域インター ンシッププログラム、アクティブラー ニング、PBL
Key Words：Regional Issue, Students’ Participation, Collaboration, Local Internship Program, Active Learning, 
PBL(Problem/Project Based Learning)
Abstract：
In this paper, effective support for collaboration between local community’s actors and university students is discussed 
through theoretical research of active learning and PBL (Problem/Project Based Learning) and a case study of Local 
Internship Program at Kimino town Wakayama prefecture. The analysis reveals that effective support of university staff 
involves four elements (empowering students’ activeness/ liaison and coordination with local community/ establishing of 





























































































































る。これまでの 9 年間、計 89プログラムに延べ 839 名の学
生が参加し、主に和歌山県内及び大阪府南部の市町村にお
いて、住民をはじめとする地域主体と学生との協働的実践を


























































































い程度であるが、地区内 9 つの小地域のうち5 地域では高





人　　口 597 人 9,896 人
高齢者人口（率） 259 人（43.4％） 4,055 人（41.0％）
前期高齢者人口（率） 95 人（15.9％） 1,689 人（17.2％）
後期高齢者人口（率） 164 人（27.5％） 2,357 人（23.8％）






























































については、2015 年 8 月から実施されている同会議に学生た
ちが出席し、住民たちと活動の方向性や地域の将来につい
て議論するなど、学生が地域により積極的に関わる契機となっ










　三年目の活動には、28 名（1 回生 6 名、2 回生 14 名、3
回生 8 名）の学生が参加した。2016 年度、学生たちは、イ
ベント班、カフェ班、まちあるき班のいずれかに所属し、地域
のニーズと自らの関心に基づき、地域活性化に取り組んでいる
















































































の開催、メ リーングリストや SNS の活用など、多様な手段が
考えられるが、上神野 LIP のような規模の大きいプログラム10
において、学生同士が円滑かつ効率よく情報共有を行うには、
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7 　紀美野町上神野地区におけるLIP は 2014 年度より実施されている
が、ここで示す「活動が求められる背景」は、2015 年度の LIP 活動
提案書様式改変に伴い追加された項目のため、ここでは当該年度の
提案書記載内容を抜粋している。
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